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To improve the cultural level of all the undergraduate students at Niigata University, a unique
〃

class, entitled Eating and Tasting as a synthetic omnibus formal subject, was opened in 1995. Fifteen

lectures were given with various audiovisual aids by ten dental faculties on the topics of eating and

tasting in children and adults.

Because of the attractive outline in the school guide, we were flooded with over 500 applicants for

a capacity of fifty students. This made us realized that a large population of students is generally

interested in fundamental aspects of human beings. Due to the size of the classroom, we only selected

lOOstudents,

Every lecture was well attended. After completion, the whole course was reviewed by both

teachers and students. Most of the students evaluated the class as satisfactory. Students were asked to

make a written report on some of the material seen in class! ninety-eight percent of the applicants were

credited with fairy good grades. After the review of the new course, we realized that to improve the

quality of the teaching a textbook would be needed. We are now working on that for the coming

semester.
〃

The subject "Eating and Tasting might be too�"wide to I光handled merely by faculties in Dentistry.

We have thus decided to ask faculties in the related fields such as dietetics and food science to
け

participate in the course･ After revisions, the subject "Eating and Tasting would t児come a suitable

subject for the synthetic omnibus formal subject･
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はLめこ　　　　　　　　_　　　　　-__　.･一

総合科目｢食べる一そのメカニズムー｣は､瓢箪か　　　　｢食べる｣は人間の基本的な行動だが､本能的なも

らコマのように始まった｡平成6年秋の総合科目ワ-　　　のであるため､知られていない部分が少なくないo総

キンググループで､吉村尚久大学教育開発研究センター　　　合科目では､生涯教育の面から｢食べる｣について､

長が教養教育の総合科目の増加を要望された｡その際､　　歯学部の学生だけではなく､全学の学生を対象として

妙ないきさつから会を引っ掻き回し､センター長にご　　　開講した｡

迷惑をおかけしてしまった｡会の後半冷静に戻り､こ

のままではいけないと､歯学部から全学-の総合科目　授業計画
の提供を申し出た｡

テーマの｢食べる｣は､以前より暖めていたもので､　　　｢食べる｣は歯科だけではなく､食物･消化などい

学生への講義や､一般への公開講座でやってみたいと　　　ろいろな面から考えてゆかなければならないテーマで

思っていた｡歯科はむし歯とか歯槽膿漏の予防や治療　　　あるが､初めての試みであり､時間的な余裕もなかっ

のように一般には思われているが､本来は生まれてか　　　たので､歯学部の教官のみで構成し､次のようなシラ
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バ ス を作 っ た ｡

< 科 目 の概要 >

｢ 食 べ る+ 何気なく行 っ て い る こ の 動作は ､ 母親 の

おなか の 中に い る胎児の 時代から始まる｡ 生まれ て直

ぐに どう し てお っ ぱい を飲める の か ､ お っ ぱい を ど の

ように飲む の か ､ 食 べ る の を覚えて い く過程はどの よ

うなもの かを､ 小児 の 口腔 の健康と合わせ て考え る｡

ま た ､ 歯 ･ 顎を中心と し て モ ン ゴ ロ イ ドの食生活か ら

日本人の ル
ー

ツ を探る｡ 食 べ る には 口周囲の筋肉
･

骨

など､ さまざまなもの が関与 して い る ｡ それらがどの

ように動い て い る の か ､ どの ようにそ れぞれ が関わ り

あ っ て い る の か ､ 食べ る ことの メ カ ニ ズ ム を考え ､ 口

腔 の健康維持とともに ､ 人生8 0 年 の時代､ 長 い人生､

い か に楽 しく食 べ るか を考えた い ｡

< 授業計画 >

1 . ｢ 食べ る+ の 科学

2 . お っ ぱ い を飲む

3 . 阻噂 の発達

4 . 食 べ るた め の 口 腔 の健康

5 . 日 本人 の ル
ー

ツ を求め て

6 . プ デ ィ ン グの楽 しみ方

7 . 口 を動かす巧妙な しくみ

8 . 味を感 じる仕組み

9 . ビ
ー

ル の 味

10 . お い し さ の科学

l l . 喫 む こ と の メ カ ニ ズ ム

12 . 歯と顎の 役割

13 . 筋 の働き

14 . 歯 を喪失 した ら

15 . 食 べ る こ とと老化

< 成績評価の 方法 >

レ ポ ー トに より評価する｡
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授業の方針

｢食 べ る+ とい う こ とを総合的に理解 し､ 学生自身

が食生活､ 食人生を考える ことを目的と した ｡ そ の た

め ス ラ イ ドや ビデオなど視覚素材を活用するとともに ､

学生に考えさせ る講義形態をと っ た ｡

｢ 食べ る+ が テ ー

マ なの で ､ 授業 の中 で食材を使い ､

体験的な要素を入れる｡ こ れは後で述 べ るが ､ 予定 し

た定員の 倍の人数を受入れなければならなくな っ たた

め に実行 できなか っ た ｡

学生の 反応

第 1 回 の 講義の 際に集ま っ た学生は､ 定員5 0 人 に対

して 10 倍の 約5 00 人 で あ っ た ｡ 成績評価の方法が レ ポ
ー

トと いう こともあ っ たが ､ 受講 の 動機を調 べ た レ ポ ー

ト で は ､ シ ラ バ ス を読ん で興味を引かれた ､ 講義名に

興味を持 っ た ､ 食 べ る と い う基本的動作､ 日常的な行

為 - の興味 ･ 疑問など､ テ
ー

マ そ の も の に興味を覚え

たという回答が多か っ た ｡

< 学生 の分布 >

受講希望が多か っ た ため ､ 定員 の 倍 の 10 0 人 を抽選

で選んだ｡ 医学部を除く各学部の学生が受講 した ｡ 最

多は教育学部で2 5 人､ 次い で歯学部18 人､ 法学部13人 ､

工学部1 1 人 ､ 理学部11 人､ 経済学部 8 人､ 農学部 8 人 ､

人文学部 6 人 で あ っ た ｡

< 出席と レ ポ
ー ト提出>

出席率は90 % 前後 で あ っ た ｡ 最終的に修了 した の は

98 人 である｡ レ ポ
ー ト は授業 5 回 ごとに ､ 計 3 回提出

させた ｡ レ ポ
ー トの テ

ー

マ は ､ 5 回 の授業のうちから

一

つ を選択させ ､ 講義 の要約､ 論評 ､ 感想を A 4 判 の

用紙に書かせ た｡ 必然的に 5 回 目 の レ ポ
ー トが 多か っ

た が ､ 他の 回 の講義の レ ポ
ー トも少なくなか っ た ｡ レ

ポ ー トは単純に講義を引き写 したもの で はなく､ 学生

なりに消化 した もの が多か っ た ｡ レ ポ
ー トの 一

つ を次

にあシヂる ｡

学 生 : 教育学部 ､ 男子学生

テ
ー マ : お っ ぱ い を飲む

講義要約

①赤ち ゃ ん向けおもち ゃ の ラ ッ パ の 鳴り方

大人
- - -

吹 い た とき のみ 鳴る

赤ちゃ ん -

吹 い たときと吸 っ たときの両方鳴る

こ の点に着眼 し､ 問題提起①

②その 理 由は赤ち ゃ ん と大人の ラ ッ パ の 吸い 方 の違 い

にあ る｡ 結論(彰

③赤ち ゃ んは赤ちゃん で も､ 2 歳児になると吸 っ て ラ ッ

パ を鳴らす ことが できなくな る｡ 問題提起②
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④ス ライ ドを利用 しながら､ 赤ちゃ んが母乳を飲むと

きの メ カ ニ ズ ム と赤ち ゃ ん の 口腔 の 構造を解説 ｡ 2

歳児 で は頼の ぜ い 肉が落ち､ 歯 が生え て くるな ど､

口 腔 の構造に変化が 生じて ､ 吸 っ て も ラ ッ パ を鳴ら

せなくなる ｡ 結論②

論評 ･ 感想

講義で学ん だ こ とは ､ 全 て自分にと っ て ､ 初 め て 耳

にす るもの で あ っ た ｡ 赤ち ゃ んが母乳を飲むとき ､ 1

回 1 回飲み込むの では なく ､ 口 腔 の圧に より数回吸 っ

た後に ､ 飲み込む とは驚きの 新事実で ある｡

冒頭の 問題提起が ､ 『探偵 ナイ トス ク
ー プ』 と い う

T V 番組か らの 引用とい うの も､ ユ ニ
ー ク でおもしろ

か っ た ｡

最後に見た 人妻の 授乳姿は ドキ ドキ したが ､ 最後に

た っ た
一

つ 疑問に思 っ た ことがある｡ 先生は大人にも

か かわらずお っ ぱい を飲める の だろうか ?

< 学生に よる授業評価 >

講義を選択 した理由は ､ 約8 5 % が講義概要を見て興

味を持 っ た と答え て い る｡ 講義の 難易度は ､ ｢ 全体と

して わか りやすか っ た+ が5 2 . 4 % ､ ｢ わかりにくい 点

もあ っ たが ､ 全体と してか なりわか りやすか っ た+ が

40 . 5 % で あ っ た｡ わか りにくい 点に つ い て は ､ 講義 の

程度が高すぎる ､ 受講に要求される基礎知識が不足 し

て い た ､ 内容に興味が持てず勉強する気になれなか っ

た など で あ っ た｡

受講 の 結果 ､ 興味をも っ て い た内容に関心が深ま っ

た ､ こ の 分野の学問に対する関心が深ま っ た ､ 体系的

知識が身に つ い た ､ 専門 の準備と して役立 っ た ､ 教養

と して の 知識や考えが得られたな ど､ ポ ジテ ィ ブ 回答

が94 % で ､ ネ ガ テ ィ ブ の特に何も得られなか っ た は ､

5 人 ( 6 % ) で あ っ た ｡ こ の 5 人は 内容に興味が持て

ず勉強する気になれなか っ た と答えた の と同
一

人物で ､

講義を選択 した理 由も､ 簡単に単位が取れそうだ っ た ､

時間割の 関係で選択せ ざるをえなか っ た と答え て い る｡

興味を持たずに受講する学生を ､ い か に引き付け るか ､

今後 の 大きな課題 である｡

講義の 進め方に つ い て は ､ 概 ね ポジ テ ィ ブの 評価が

されて い る｡ 視覚素材を使 っ た授業は ､ そ の 意図がだ

いた い理解されて い るが ､ 教室を陪くするの で ノ ー ト

が とりにくい ､ 黒板 へ の板書が少な い と の声が あ っ た ｡

学生と して は ､ 講義 の ノ
ー ト をとらな い と ､ 講義を受

けた気がせず不安なの だろう が ､ 総合的に理解する､

あ る い は考えなが ら授業を聞くと い う こ とになれて い

な い の か もしれない ｡

｢ 食 べ る+ とい う科唱 名か ら､ 授業 で何かを食 べ ら

れると期待 した学生も少なくなく ､ 次年度は最初の 計

画どおり ､ 食品を食 べ させなが ら ｢食 べ る+ を考え て

み た い ｡

反省と平成8 年度へ の改善

教養の科目選択の シ ス テ ム を知らなか っ た ため ､ 第

1 回 の 授業で 大混乱を招い て しま っ た ｡ 教室中､ 学生

で 身動きが取れなくな っ たときは ､ 呆然と したが ､ 次

年度は抽選の 方法を考えて 改善した い ｡

｢ 食べ る+ と いう全体テ ー マ で
一 連の講義をしたが ､

学生にはそれぞれの つ ながりが分からなか っ た部分も

あ っ た ようで ある ｡ 講義 の ノ
ー ト をとりにくい と の 指

摘も合わせ て ､ 平成 8 年度は 1 テ ー

マ A 4 判 2 ペ
ー ジ

の テ キ ス トを作成 し学生に配布する｡

講義は 1 回 ごとに テ ー

マ が異なるため ､ 平成 8 年度

は レ ポ ー トを毎回ださせ る｡ レ ポ
ー ト形式は初年度と

同じように､ A 4 判 の用紙に講義の要約 ､ 論評 ､ 感想

を書かせ る｡

平成 7 年度は歯学部の教官だけ で構成 したが ､ 平成

8 年度は教育学部食物学の小谷 ス ミ子助教授に参加し

て もらい ､ 学際的な バ リ ュ
ー

シ ョ ソ を つ け る｡

将来の展望

総合科目は学際性を持 っ た授業を行い やすい ｡ ｢ 食

べ る+ と いう人間の基本的な行動は､ 歯科はもちろん ､

い ろ い ろな分野にわた っ て考え る こ とが で きる｡ 農学

部 ､ 教育学部 ､ 医学部 ､ 理学部､ そ して 工学部な どの

協力を求め て ､ 幅広く組み立 て られるように思われる｡

さらに ､ 新潟は米をは じめ食 べ 物が豊富で ある｡ 新潟

の酒や ワイ ン ､ 地 ビ ー ル な ど､ 新潟 の食文化を含めて ､

学際的な大きな総合科目に発展させ た い ｡
.

平成 9 年度には授業計画を組み直 して ､ 通年3 0 回 の

総合科目にする予定で ある｡
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